
 
 
 
 

平塚市地域公共交通網形成計画 

一部改訂 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年（２０２５年）3 月 

平 塚 市 
 

 

 



（1）既存ページの修正（追記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－1 

（本取組みについては後述。施策（２）-①-2 に位置づけ） 



（２）既存ページの修正（一部削除） 
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（３）新規ページの追加 

 

（２）－① －２ 

施策体系・施策メニュー 

（２）公共交通の利用が不便な地域への対応 

 ①地域内交通の整備 

 ◇既存路線バスの確保・維持、改善 

対象地域・箇所 ・平塚駅南口エリア 

施策の背景 

【取組みの背景】 

 市内の路線網は平塚駅を中心に約 70 系統運転されていますが、運転士

不足が深刻化する中、バス路線の確保・維持が最重要課題となっています。 

【取組み方針】 

 平塚駅南側エリアに自動運転バスを導入し、ねん出した運転士を平塚駅北

側エリアに再配置することで、運転士不足解消の一助とします。 

施策内容 

＜路線バスへの自動運転技術導入＞ 

・自動運転レベル４に向けた自動運転バス実証実験の実施 

バス事業者とともに、平塚駅南口の既存路線の自動運転化を進めるた

め、大型路線バス車両による自動運転実証実験を進め、令和９年度までに

1 路線で自動運転レベル４を実現することを目指します。 

まずは既存バス路線である平 15 系統（平塚駅南口～すみれ平～平塚駅

南口）の自動運転化を進め、将来的に平塚駅南口エリア全体のバス路線を

自動運転化することで、運転士不足解消の一助となり、本市全体のバス路

線の確保・維持につなげます。 

 

・平塚駅南口駅前ロータリーの改修 

 平塚駅南口駅前ロータリーは、バス、タクシー、自家用車、自転車、歩行者

等の交通動線が複雑に交錯し、安全面と自動運転バスの走行に課題があり

ます。このため、自動運転バスの導入を契機として、これらの混在する導線

を可能な限り解消するため、駅前ロータリーの改修を進めていきます。 

実
施
主
体
と 

役
割 

実施主体 ・平塚市    ⇒ 実証実験の事業主体 

・バス事業者 ⇒ 実証実験の管理運営、自動運転バスの運転 

・道路管理者 ⇒ 道路許可（占用許可等） 

・交通管理者 ⇒ 交通協議 

・運輸局    ⇒ 自動運転レベル４に向けた審査、許認可等 

協力 

協議・調整 

スケジュール 

 ２０２５ ２０２６ ２０２７ 

自動運転バス実証実験

の実施 

   

平塚駅南口駅前ロータ

リー改修 

   

 

自動運転レベル４認可 

調査設計等 
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※整備時期等は関係機関との調整による 


